
1 芦田川浄化センター下水汚泥固形燃料化事業 重点計画の該当 ○

平成27年度　～　平成28年度　（2年間） 広島県

・芦田川浄化センター及び尾道市・福山市から発生する下水汚泥を固形燃料化する。（固形燃料化する脱水汚泥の処理量：H27当初 0wet-t/日　→　H28末 65.1wet-t/日）

（H27当初） （H27末） （H28末）

芦田川浄化センター及び尾道市・福山市から発生する脱水汚泥の処理量

固形燃料化する脱水汚泥の処理量（wet-t/日）

 ＝芦田川浄化センターの脱水汚泥の処理量（wet-t/日）　＋　尾道市・福山市の脱水汚泥の処理量（wet-t/日）

合計 効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

A１　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

1-A1-100 下水道 一般 広島県 直接 1,913
契約期間
H26-28

(DBO方式)

合計 1,913

Ｂ　関連社会資本整備事業　（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

Ｃ　効果促進事業　（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業　（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

最終目標値

事業内容 市町村名

1,913百万円

65.1wet-t/日0wet-t/日

事業実施期間（年度）

要素となる事業名

全体事業費
（百万円）要素となる事業名

市町村名

社会資本総合整備計画
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

中間目標値当初現況値

　芦田川浄化センター下水汚泥固形燃料化事業は，民間活力を活用するためＤＢＯ方式を採用し，バイオマス資源である下水汚泥から固形燃料化物を製造後，燃料として石炭ボイラ等を所有する民間企業
等に有償で供給するものであり，下水汚泥処分先の長期安定確保を目指すとともに，バイオマスエネルギーとしての有効利用及び地球温暖化防止に資することを目的とする。

備考
定量的指標の現況値及び目標値

0weｔ-t/日

Ｄ 0百万円

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

全体事業費 0百万円Ｂ Ｃ1,913百万円

要素となる事業名 事業内容

下水汚泥固形燃料化施設
設計・施工
（72.0wet-t/日）

事業者

広島県

事業内容

平成28年2月17日

福山市

交付対象事業

0百万円

全体事業費
（百万円）

Ａ

事業者

0.0%
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

芦田川流域下水道
芦田川浄化センター

市町村名

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

（面積等）
市町村名

番号

番号

事業者

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果



（参考図面）

計画の名称 1 芦田川浄化センター下水汚泥固形燃料化事業

計画の期間 平成27年度　～　平成28年度　（2年間） 広島県交付対象

凡例

全体計画区域



（参考図面）

計画の名称 1 芦田川浄化センター下水汚泥固形燃料化事業

計画の期間 平成27年度　～　平成28年度　（2年間） 広島県

芦田川流域下水道概要図 芦田川浄化センター平面図

交付対象

凡例

対象施設

供用中

グ　　リ　　ー　　ン　　ベ　　ル　　ト

グ　　リ　　ー　　ン　　ベ　　ル　　ト

グ
　
　
リ
　
　
ー
　
　
ン
　
　
ベ
　
　
ル
　
　
ト

グ
　
　
リ
　
　
ー
　
　
ン
　
　
ベ
　
　
ル
　
　
ト

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

φ
Ｃ
２
０
０
０

分配槽 (No27人孔)

管理棟

№１
主ポンプ棟

№２
主ポンプ棟

№1
バッキ
沈砂池棟

№2
バッキ
沈砂池

電気室B棟 ストレーナ次亜塩室

送風機棟
№2

№1

砂　ろ　過　施　設
№2

ガスホルダー
№3

汚泥処理棟
№1

焼却炉電気棟
№1

焼却炉電気棟
№2

汚泥消化タンク№3

№2

№1 №4

№5
ボイラー室
№1

№1

ガス
ホルダー

№1

ガス
ホルダー

№2

№1№2

発電機棟

余剰汚泥強制濃縮棟
№1

スカム
分離室棟

汚泥濃縮タンク

排水タンク

塩

素
注

入
機

室
用水棟

排水タンク

スカム
分離室棟

特

高
受

変

電
棟

フ
ィ
ー

ダ
盤

棟

雨水排水
ポンプ棟

№1№2

分水井

雨水放流渠
□2.000× 1.000

市
道
箕
沖
16
号
線
　
　

№7

№6

汚泥消化タンク

ボ
イ
ラ

ー

室

№2

脱硫塔
余剰ガス
燃焼装置

№2
汚泥処理棟

塩
素
混
和
池

№3 №4 №5

電気室A棟

放流渠

合流マンホール

書庫棟

燃料装置
余剰ガス

ガスコンプレッサ ー
汚泥焼却用

燃料装置
余剰ガス

脱硫器

汚

泥

焼
却

設
備

汚

泥

焼
却

設

備

送

風

機
棟

流
入
管
　
φ
C
32
50

最初沈 殿池

３・４池

１・２池

５・６池

７・８池

９・１０池

反応タンク 最終沈殿池

最初沈殿池
反応タンク 最終沈殿池１１・１２池

１３・１４池

１５・１６池

１７・１８池

１９・２０池

最
終
沈
殿
池

反
応
タ
ン
ク

最
初
沈
殿
池

２
１
・２
２
池

２
３
・２
４
池

２
５
・２
６
池

２
７
・２
８
池

２
９
・３
０
池

高度処理施設用地

高度処理施設用地

余剰汚泥強制濃縮棟
№2

砂　ろ　過　施　設

汚泥濃縮タンク

汚
泥
固
形

燃
料
化
施
設

高度処理施設用地

高度処理施設用地

災害時等活用用地

1-A1-100 下水汚泥固形燃料化施設


